
 

多文化共生 

プレゼンコンテスト  

 

 

 

【日時】2015 年 10 月 10 日（土）13 時～16 時 

【会場】東京国際フォーラム G 棟会議室 G402 

【テーマ】多文化共生都市をめざして－大学生が考える東京の未来－ 

【主催】東京都 

【企画・運営】明治大学 山脇ゼミ 

【協力】電通ダイバーシティ・ラボ 
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タイムテーブル 

 

12:30                  開場 

13：00～13：05 開会挨拶 

13：05～13：15   趣旨とルール説明 

13：15～14：15 発表（法政大、中央大、東京外国語大） 

各 10 分＋質疑 5 分 

14：15～14：30 休憩 

14：30～15：10 発表（早稲田大、明治大） 

各 10 分＋質疑 5 分 

15：10～15：40 フロアとの質疑応答 

15：40～15：55 審査結果発表・講評 

15：55～16：00 閉会挨拶 
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参加チーム紹介 

「人権＝地球の住民票～未来へ繋ぐ、えん【縁・円】プログラム～」 

        
 

【ゼミ紹介】 

成田ゼミは経済学部、総合政策学部、法学部の学生によって成り立っていて、個々の専

門分野が違うので、問題に対し多角的な視点からアプローチできるのが最大の特徴です

。授業内容は「自治体の政策」を中心として、大阪都構想や道州制、都市外交など最近

問題になっている事例についても授業で扱っており、毎回白熱した議論が展開されてい

ます。成田ゼミは今夏、インターンシップという形で都内の自治体と企業•NGO に実地

訪問しました。官民連携の国際政策やブランディング戦略、観光振興施策などについて

様々な方々からお話を伺い、また新東京丸での東京湾視察、大丸有地区都市開発につい

て三菱地所の方に解説していただきながら実際に丸の内を歩くなど現場視察をする機会

がありました。 

 

・中村玄太（3年・経済・後列右側）このような面白くも貴重なイベントに参加できること

がとても嬉しいです。当日はとにかく楽しみましょう！ 

・大澤知史（3年・経済・後列左から二人目）多文化共生についてしっぽり語らせて頂きます。 

・天野千英美（3年・総合政策・前列左から二人目） 羽田空港のある大田区に住んでいます！外

国ルーツの方と接する機会が多いので、学んだことを生かせたらと思います。 

・楊英樹（3年・総合政策・後列左側）外国にルーツを持ついち日本人として、多文化共生社

会に向けてできることはないか、日々模索中です。よろしくおねがいします！ 

・枝松有希乃（3年・法・前列右から二人目）笑顔で楽しみたいと思います。よろしくお願いし

ます！ 
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「ママコン～ママから始まる東京の未来～」 

        
 

【ゼミ紹介】 

私達長谷部ゼミは普段は多文化共生に関する論文を読んで、ディスカッションしていま

す。また、神奈川県にある外国人が集住しているいちょう団地に日本語学習会の活動を

見学しに行ったり、今年は長野県の多文化共生に対する取り組みを調査するためにゼミ

合宿を行いました。 

 

・須藤楓（3年・中央左側）

このような大会に参加するのは初めてですが、皆で協力して楽しみたいと思います。  

・栗原実智（3年・中央右側） 

私たちの考えた東京の未来が実現できたら嬉しいです。 

・山下実菜（3年・左側） 

外国人の方が東京で心身共にくつろげる居場所を、外大生の視点で考えます！ 

・李品しぇん（3年・右側） 

東京外国語大学長谷部ゼミを感じていただけたらうれしいです！ 
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「“空き家”再利用！ 

～多様な生き方を受容する資源として～」 

 

 

【ゼミ紹介】 

わたしたちのゼミでは、多文化共生について、その現状を知り、文化の違いを超えた多

文化共生の地域社会作りのために何をすべきかについて研究しています。ゼミでは生徒

自身が主体的に運営や研究を行うため、自分たちがやりたいことのできる環境といえま

す。 

 

・平野奈々（4年・左写真、後列左側）大学生活で最大のイベントで、とても緊張しま

す。頑張ります！ 

・濱中萌（4年・左写真、後列右側）この様な大きな大会に参加することができ、とて

も嬉しいです。発表がんばります！！ 

・中島涼太（3年・右写真、右側）大会までという限られた時間で様々なアイデアや、

問題点をまとめて一つの形にするのは大変でした。一生懸命発表します。 

・高柳諒（3年・右写真、最後列中央） このような規模の大きいプレゼン大会に出場す

るのは初めてで緊張しますが、ゼミの仲間と精一杯頑張ります。 

・藤原愛（3年・右写真、最前列左から二番目）このようなイベントで大勢の前で発表

するという貴重な体験をさせていただくため、精一杯頑張ります！！ 
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「多文化マルシェー多文化共生へのトビラを開くー」 

                
 

【ゼミ紹介】 

山西優二ゼミは「文化・地域・学びと平和構築」をテーマとし、共生社会論について研

究しているゼミです。過去２年間の研究テーマは一昨年は、「マイノリティとマジョリ

ティからみる共生社会」であり、それらの議論を踏まえ、昨年度は「新宿にみる外国人

をとりまく地域社会と共生社会」としました。「受け入れる日本人」と「受け入れられ

る外国人」という枠組みをいかに崩していくか、地域における共生の文化を創造してい

く主体として自己と他者を捉えていくための方策を探りました。今年のテーマは「祭り

から見る公正・共生の地域づくり」です。 

 

・石井大嗣（4年・右から二人目）私たちにとって多文化とはなんだろうか、発表を通

して皆で考えながら自分にも問うてみる良い機会にしたいと思います。一緒に学んでい

きましょう！ 

・大庭諒子（4年）今回のプレゼンを通して、普段は中々接することのできない他大学

の学生の考えに触れ、多文化共生社会に関して色々なことを学びとりたいと思います！ 

・新妻亮太（4年）このプレゼン大会が、関わるすべての人にとって新たな学びの機会

になったらいいなぁと思います。頑張ります。 

・藤井翔太（4年）次世代を担うのは僕たち、大学生含め若者だという自覚をしっかり

持ち、多文化共生都市東京へ向けたイベントになればよいと思います。 

・藤田真理（4年・左側）「誰にとっても住みやすい都市というのは、くらしの中の小

さなコミュニケーションの積み重ねによって創られていく」そんな想いをわくわくする

企画に織り交ぜて伝えられればと思います！ 

・藤井夏帆（3年）海外居住経験が私を多文化の世界に開いてくれました｡東京を暮らし

の中で多文化と出会えるような場所にしたいと思います ! 
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「『ここ』から始まる多文化共生～東京五輪を超えて～」 

       
 

【ゼミ紹介】 

山脇ゼミは多文化共生社会の構築について研究しています。中野区と新宿区を中心に、

実態調査を行い、政策提言しています。座学より実際に足を使った活動がメインで、多

文化共生社会の構築への貢献を目指して、これからも様々な取り組みをしていきたいと

考えています。 

 

・光島由真（4年・後列中央）大学 4 年間の集大成として最高のプレゼンをみなさんに

お届けします。 

・五十嵐ハスティー（4年・後列左側） 熱いプレゼンで私たちの熱い気持ちを届けられ

るよう頑張ります！ 

・森田英美（4年・後列右側）多様な人が生き生きできるような東京を願って、最後の

学生生活をプレゼンに捧げます！！！ 

・平林歩（3年・前列中央）皆が笑って暮らせる世の中に少しでも近づけるように頑張

ります！ 

・鶴旨春香（3年・前列右側） 大学 3 年の夏をこのプレゼン大会に捧げました。東京の

未来への情熱を感じ取って頂けるように頑張ります！ 

・吉澤美咲（3年・前列左側）多くの人に私たちの目指す TOKYO を感じて頂けるよう

頑張ります！ 
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東京都在住の外国人 

現在、東京都の総人口は約 1300 万人であり、外国人は約 42 万人（3.1％）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

  

 

 

 

 

 出所：東京都「東京都の人口」、法務省「在留外国人統計」 

 

コンテスト企画・運営担当の山脇ゼミ・スタッフ 

 

【資料班】川島睦未(4 年)、小松崎惇矢(4 年)、李スミ(4 年)、井原健一郎(3 年)、渋

谷奈津子(3 年)、高橋幸奈(3 年)、趙エリ(3 年) 

 

【運営班】小山かおり(4 年)、後藤大輝(4 年)、藤代愛(4 年)、行本梓(4 年)、農上果

帆(3 年)、水島勝之介(3 年)、山崎香織(3 年)、山田怜奈(3 年) 

総人口に占める外国人の割合 在留外国人の 

都道府県別割合 

東京 

２０％ 


